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的な発展へとつながる、という見方をもつ人に出会うことがある。古代日本のさまざまな
地域において、そこに暮らす人びとが、外部の影響をうけながら多様な技術を発達させ、
それと密接にむすびついた社会的なシステムを構築させてきたという歴史的な事実は、私
たちが生きる社会において多様な技術のあり方や生のありようを受け入れ実践していくう
えで、大きなよりどころとなるのではないかと考える。 
 本書は、タイトルはもちろんのこと、その内容や分析の仕方などをみても考古学の専門
書であることにまちがいはない。だが、考古学を専門にされている方のあいだだけではな
く「もの」に関心をもって文化人類学的な研究をすすめている人にとって、本書は「もの」
とむかいあって研究することの醍醐味を実感できる一冊である。 
 
 
